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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 7 月 1 4 日 ( 2 0 2 3 . 7 . 1 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 フ レ ー ム （ １ ４ ） と 、
　 該 本 体 フ レ ー ム に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 可 能 に 配 置 さ れ 回 転 駆 動 さ れ る シ ャ フ ト 状 の 工 具  
（ ２ ４ ） と 、
　 前 記 工 具 の 移 動 方 向 に 沿 っ た 先 端 部 が 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 （ １ ３ ６ ） が 設 け ら れ た 回 転 体  
（ １ １ ４ ） を 有 し 、 前 記 挿 入 孔 に 挿 入 さ れ た 前 記 工 具 と 共 に 前 記 回 転 体 が 回 転 可 能 で あ る  
回 転 支 持 ユ ニ ッ ト （ １ ０ ６ ） と 、 を 備 え た 切 削 加 工 機 （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 工 具 は 、 該 工 具 の 軸 方 向 に 沿 っ て 第 １ 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り 前 記 挿 入 孔 に 挿 入  
さ れ 、
　 前 記 工 具 の 先 端 部 に は 、 前 記 工 具 の 径 方 向 外 方 に 突 出 し 、 前 記 工 具 の 前 記 軸 方 向 に 沿 っ  
て 延 在 す る 係 合 凸 部 （ ８ ２ ） を 備 え 、
　 前 記 挿 入 孔 は 、 前 記 回 転 体 の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 、 該 挿 入 孔 の 内 周 面 か ら 前 記 挿 入 孔  
の 径 方 向 外 方 に 窪 ん で 前 記 係 合 凸 部 の 挿 入 さ れ る 係 合 溝 （ １ ３ ８ ） を 備 え 、
　 前 記 係 合 凸 部 は 、
　 前 記 工 具 の 前 記 軸 方 向 に 沿 っ て 略 一 定 幅 で 形 成 さ れ る 凸 部 本 体 （ ８ ８ ） と 、
　 前 記 凸 部 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 該 第 １ 方 向 に 向 か っ て 互 い の 離 間 距  
離 が 小 さ く な る 第 １ 及 び 第 ２ 傾 斜 面 （ ９ ０ 、 ９ ２ ） を 有 し た テ ー パ 部 （ ８ ６ ） と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 方 向 に 向 か っ て 前 記 工 具 を 見 た と き に 、 前 記 第 １ 傾 斜 面 （ ９ ０ ） は 、 前 記 テ ー  
パ 部 の 幅 方 向 中 央 に 対 し て 反 時 計 回 り の 方 向 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 傾 斜 面 （ ９ ２ ） は 、 前  
記 テ ー パ 部 の 前 記 幅 方 向 中 央 に 対 し て 時 計 回 り の 方 向 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ 傾 斜 面 は 、 前 記 第 １ 方 向 に 向 か っ て 前 記 工 具 の 軸 中 心 に 対 し て 時 計 回 り に ね じ  
ら れ た 面 で あ り 、 前 記 第 ２ 傾 斜 面 は 、 前 記 第 １ 方 向 に 向 か っ て 前 記 工 具 の 軸 中 心 に 対 し て  
反 時 計 回 り に ね じ ら れ た 面 で あ り 、
　 前 記 回 転 体 は 、 前 記 第 １ 方 向 の 反 対 方 向 で あ る 第 ２ 方 向 を 向 く 端 面 を 有 し 、
　 前 記 係 合 溝 は 、
　 前 記 回 転 体 の 前 記 端 面 か ら 前 記 第 １ 方 向 に 延 在 し 、 前 記 第 １ 方 向 へ 向 け て 互 い の 離 間 距  
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離 が 小 さ く な る 第 １ 及 び 第 ２ ガ イ ド 面 （ １ ４ ４ 、 １ ４ ６ ） を 有 し 、 前 記 テ ー パ 部 よ り 幅 が  
大 き い テ ー パ 溝 部 （ １ ４ ０ ） と 、
　 前 記 テ ー パ 溝 部 の 前 記 第 １ 方 向 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 前 記 回 転 体 の 前 記 軸 方 向 に 沿 っ て  
略 一 定 幅 で 形 成 さ れ る 溝 本 体 （ １ ４ ２ ） と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 方 向 に 向 か っ て 前 記 挿 入 孔 を 見 た と き に 、 前 記 第 １ ガ イ ド 面 （ １ ４ ４ ） は 、 前  
記 係 合 溝 の 幅 方 向 中 央 に 対 し て 反 時 計 回 り の 方 向 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 面 （ １ ４ ６  
） は 、 前 記 係 合 溝 の 前 記 幅 方 向 中 央 に 対 し て 時 計 回 り の 方 向 に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 第 １ ガ イ ド 面 は 、 前 記 第 １ 方 向 に 向 か っ て 前 記 挿 入 孔 の 軸 中 心 に 対 し て 時 計 回 り に  
ね じ ら れ た 面 で あ り 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 面 は 、 前 記 第 １ 方 向 に 向 か っ て 前 記 挿 入 孔 の 軸 中 心  
に 対 し て 反 時 計 回 り に ね じ ら れ た 面 で あ り 、
　 前 記 回 転 体 の 回 転 方 向 の 位 置 を 検 出 す る 検 出 機 構 （ １ ２ ４ ） を 備 え 、 前 記 検 出 機 構 が 、  
前 記 回 転 体 の 外 周 に 配 置 さ れ 径 方 向 外 方 へ 向 け て 突 出 し た 被 検 出 部 （ １ ２ ６ ） と 、 前 記 被  
検 出 部 を 検 知 す る 検 出 セ ン サ （ １ ３ ０ ） と 、
　 を 備 え る 、 切 削 加 工 機 。
【 請 求 項 ２ 】
（ 削 除 ）
【 請 求 項 ３ 】
（ 削 除 ）
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 加 工 機 に お い て 、
　 前 記 係 合 凸 部 は 、 前 記 工 具 の 前 記 先 端 部 に 着 脱 可 能 に 配 置 さ れ る 、 切 削 加 工 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 又 は ４ 記 載 の 切 削 加 工 機 に お い て 、
　 前 記 工 具 は 、 該 工 具 の 前 記 先 端 部 と は 反 対 方 向 に 配 置 さ れ 、 該 工 具 を 回 転 駆 動 さ せ る 駆  
動 機 構 （ １ ８ ） の 連 結 さ れ る 基 端 を 備 え 、 前 記 基 端 は 、 前 記 本 体 フ レ ー ム に 配 置 さ れ る 第  
２ の 回 転 支 持 ユ ニ ッ ト （ １ １ ０ ） に よ っ て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 、 切 削 加 工 機 。
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